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日
刊
建
設
通
信
新
聞
社

　

１
９
５
０
年
創
業
。
東
京
に
本
社
、

全
国
12
都
市
に
取
材
拠
点
を
置
き
、全

国
建
設
専
門
紙
『
建
設
通
信
新
聞
』
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ネ
コ
ン
、設
計

事
務
所
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

民
間
企
業
だ
け
で
な
く
、国
土
交
通
省

を
始
め
官
公
庁
や
地
方
自
治
体
に
も

広
い
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
専
門
紙
初
の
電
子
新
聞

（http://w
w

w
.kensetsunew

s.

com
/

）
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
つ
い
て
は
２
０

０
８
年
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
大
型
特
集
号
を
掲

載
し
て
以
来
、
積
極
的
に
報
道
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。問
い
合
わ
せ
は
同

社
編
集
局
・
電
話
03(

３
２
５
９
）
８

７
２
１
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ＣＩＭの道筋～設計者の挑戦

　国土交通省が直轄事業でＢＩＭ／ＣＩＭの積極活用に乗
り出し、呼応するように建設コンサルタントの動きにも慌た
だしさが出てきた。２０１９年度の活用業務・工事数は前年
度の２００件超を大きく上回り、倍増の４００件規模に達す
る見通し。建設コンサル各社は体制を拡充し、急増する活用
業務への対応強化に乗り出す。その道筋には、次のステージ
を見据えた戦略が見え隠れする。

モデルを「使う」組織へ
　／施工、維持管理の連携意識.............. 4

新提案への流れつくる
　／ビジョン示し一般化へ本腰.............. 5

東と西で推進体制確立へ
　／点検時のデータベース構築.............. 6

維持管理見据えモデル活用
　／生産性向上にシフト......................... 7

ワンストップで差別化
　／事業部主体に現場レベルの展開...... 8

事業部門が先頭に立ち実践
　／コーディネーター育てる................. 9

中央復建コンサルタンツ

オリエンタルコンサルタンツ

建設技術研究所

日本工営

エイト日本技術開発

復建調査設計

野広げ時代を切り開く
　／合意形成への有効な手段実感........10

グループつなぎ内製化
　／道路構造皮切りに他部門へ............11

地質リスクを可視化する
　／海外の実績生かし切り開く............12

地盤モデルには物性情報
　／情報つなぎ、リスク最小化............13

地元企業含め一丸で取組む...................14

地域のＩＣＴ活用機運高める...............15

大日本コンサルタント

長大

基礎地盤コンサルタンツ

応用地質

ｉ―Ｃｏｎモデル事務所
関東地方整備局甲府河川国道事務所

ｉ―Ｃｏｎモデル事務所
近畿地方整備局豊岡河川国道事務所

目次
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エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発
は
、
こ
と
し
６
月
に
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
対
応
の
組
織
を
編
成
し
た
。
技
術
本
部

Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進
室
室
長
を
務
め
る
田
中
栄
吾
関
西
支
社

国
土
イ
ン
フ
ラ
事
業
部
国
土
イ
ン
フ
ラ
部
河
川
・
港

湾
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
事

業
部
が
主
体
に
な
り
、
よ
り
現
場
レ
ベ
ル
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
展
開
す
る
」
と
力
を
込
め
る
。

　

国
土
交
通
省
の
動
き
を
見
据
え
な
が
ら
、
社
内
に

Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
の
は
３
年
前
。

各
事
業
部
と
各
支
社
か
ら
３
次
元
設
計
に
取
り
組
む

技
術
者
を
集
め
、
10
数
人
体
制
で
研
究
を
進
め
て
き

た
。
２
０
１
７
年
６
月
に
は
専
門
部
署
と
し
て
Ｃ
Ｉ

Ｍ
推
進
室
を
発
足
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進
委

員
会
も
組
織
し
た
。「
社
内
を
縦
糸
と
横
糸
で
結
び
、

基
盤
整
備
と
と
も
に
技
術
普
及
を
推
し
進
め
て
き

た
」
と
振
り
返
る
。

　

18
年
６
月
か
ら
は
、技
術
開
発
、技
術
普
及
、広
報
の
３
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
に
加
え
、
新
た
に
空
間
情
報
Ｗ
Ｇ

を
発
足
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
展
開
す
る
上
で
地
形
情
報
の
活

用
が
欠
か
せ
な
い
と
判
断
し
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
無
人
航
空
機
）
や
Ａ

Ｕ
Ｖ
（
自
立
型
無
人
潜
水
機
）
な
ど
を
使
い
、
点
群
の
効
果
的

な
取
得
・
活
用
方
法
を
事
業
部
と
連
携
し
て
探
る
こ
と
も
重
要

視
し
て
き
た
。

　

田
中
氏
は
「
わ
が
社
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
強
み
と

し
て
い
る
だ
け
に
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
つ
な
ぐ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
の
相
性
は
良
い
」
と
強
調
す
る
よ
う
に
、
奈
良
県
内

で
取
り
組
ん
だ
国
土
交
通
省
直
轄
の
渓
流
保
全
設
計
業
務
で
は

Ｕ
Ａ
Ｖ
測
量
で
取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ
を
３
次
元
設
計
に
反
映

し
、
自
主
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
見
据
え
た
成
果
と
し
て
提
出
し

た
。
こ
こ
で
は
計
測
・
補
償
事
業
部
が
測
量
し
、
防
災
保
全
事

業
部
で
地
質
調
査
を
行
い
、
国
土
イ
ン
フ
ラ
事
業
部
が
設
計
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
流
れ
を
実
現
し
た
。

　

18
年
度
は
８
件
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
業
務
を
受
託
し
た
ほ

か
、
事
業
部
や
支
社
が
自
主
的
に
取
り
組
む
Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
８
件
に
達
し
た
。
業
務
効
率
化
に
結
び

付
く
と
判
断
し
た
際
に
は
担
当
者
が
自
主
的
に
取
り

組
む
試
み
を
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
17
年
度
は
13
件
に
も
及
ん
だ
。
田
中
氏
は

「
３
次
元
の
取
り
組
み
を
業
務
の
負
担
で
は
な
く
、生

産
性
向
上
の
視
点
か
ら
捉
え
る
流
れ
が
広
が
っ
て
い

る
」
と
社
内
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
意
識
が
着
実
に
浸

透
し
て
い
る
こ
と
へ
の
手
応
え
を
語
る
。

　

19
年
６
月
か
ら
の
組
織
再
編
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
推
進

室
の
下
に
組
織
し
て
い
た
委
員
会
を
廃
止
し
、
自
主

的
な
流
れ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
募
集
を
中
止
し
た
。「
基
盤
は
整
い
、技

術
も
普
及
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
目
標
付
け
て
い
た

成
果
が
前
倒
し
で
達
成
し
た
」
こ
と
も
あ
り
、
事
業

部
主
体
の
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
推
進

室
は
全
体
の
司
令
塔
の
役
割
を
担
い
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
各
事
業
部
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
す

る
枠
組
み
に
移
行
す
る
。

　

田
中
氏
は
自
身
で
取
り
組
ん
だ
砂
防
堰
堤
の
設
計

業
務
で
、
２
次
元
と
３
次
元
を
セ
ッ
ト
に
し
た
独
自

の
活
用
方
法
を
実
践
し
た
よ
う
に
「
こ
れ
か
ら
は
生

産
性
向
上
を
意
識
し
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
使
い
方

が
各
所
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
る
。
目

指
す
の
は
５
事
業
部
７
支
社
体
制
の
各
所
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

を
推
進
で
き
る
体
制
の
確
立
だ
。「
都
市
環
境
な
ど
発
注
者
か
ら

の
要
望
が
少
な
い
部
門
を
除
け
ば
20
年
５
月
ま
で
に
は
実
現
で

き
る
。
そ
う
な
れ
ば
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
ら
れ

る
組
織
に
な
れ
る
」
と
先
を
見
据
え
て
い
る
。

２次元と３次元のセットで取り組んだ砂防堰堤の設計業務

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

ワンストップで差別化

事業部主体に現場レベルの展開
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